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森
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」

レ
ア
ー
ル

イ
当
プ
エ

世
界
は
ひ
と
り
實
の
み
な
ら
ず
ま
た
想
の
み
ち
み
ち
た
る
あ
り
（
山
房
論
文
・
七
）

「
生
命
の
質
」
へ
の
一
視
座

〔
要
旨
〕
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
甘
瞑
〈
團
吾
目
畠
の
〉
と
は
安
く
死

す
る
の
詔
の
み
」
と
云
う
書
き
出
し
で
始
っ
て
い
る
。
そ
の
注
目
す
べ
き
医
学
論
文
の
真
意
義
は
、
而
し

な
が
ら
単
に
「
オ
イ
タ
ナ
ジ
ー
」
に
対
す
る
近
代
日
本
初
期
の
、
臨
床
医
学
的
指
針
と
云
う
だ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
真
の
意
味
で
の
「
生
命
の
質
」
ら
邑
昼
旦
匡
ざ
〉
と
は
何
で
あ
り
、
又
そ
の
発
現

と
保
全
と
は
如
何
に
果
さ
れ
る
べ
き
か
を
、
特
に
終
末
期
患
者
に
対
す
る
実
地
看
護
要
領
と
し
て
繧
々
教

示
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
い
ま
最
も
期
待
さ
れ
る
べ
き
医
学
的
な

臨
終
行
儀
の
実
践
に
よ
っ
て
こ
そ
、
始
め
て
真
の
意
味
で
の
「
生
命
の
質
」
に
対
す
る
視
座
の
定
立
が
可

能
で
あ
る
と
の
事
実
を
、
判
然
と
物
語
っ
て
止
ま
な
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‐
１
１
安
ら
か
な
瞑
目
、
生
命
の
質
、
終
末
期
看
護
、
臨
終
行
儀

日
本
医
史
学
雑
誌
第
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十
六
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号
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年
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日
受
付

平
成
十
二
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理
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君
３
）

鴎
外
の
最
初
の
文
芸
評
論
・
「
小
説
論
」
は
、
（
当
時
、
坪
内
道
遙
（
安
政
六
・
一
八
五
九
～
昭
和
十
・
一
九
三
五
）
の
「
小
説
神
髄
」
や
、
二
葉

（
６
）

亭
四
迷
（
元
治
一
・
一
八
六
四
～
明
治
四
二
・
一
九
○
九
）
の
「
浮
雲
』
等
を
先
導
と
し
乍
ら
、
漸
く
文
学
近
代
化
の
胎
動
を
見
せ
始
め
て
い
た
、
わ
が

国
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
代
初
期
の
、
自
然
主
義
〈
写
実
主
義
〉
文
学
運
動
の
潮
流
に
あ
っ
て
も
特
に
）
、
道
遙
の
帰
納
的
・
没
理
想
的
・
科
学

的
写
実
理
論
の
中
に
、
歴
然
と
看
て
取
れ
る
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
Ｒ
ｏ
菌
〕
同
冒
扁
両
目
四
ａ
○
富
１
①
の
シ
ロ
８
ヨ
①
）
届
き
～
ら
ｓ
）
の
科
学

的
・
自
然
主
義
的
「
実
験
小
説
」
の
臭
味
を
痛
撃
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
逆
に
、
鴎
外
自
身
の
主
観
的
・
演
緯
的
・
理
想
主
義
的
な
文
芸
理

（
７
）

念
を
天
下
に
閾
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
よ
う
な
ボ
レ
ミ
ッ
ク
な
鴎
外
の
姿
勢
が
、
や
が
て
更
に
『
柵
草
紙
」
を
創
刊
（
明
治
二
十

（
８
）

二
年
・
一
八
八
九
・
十
月
）
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
道
遙
と
の
間
に
所
謂
「
没
理
想
論
争
」
（
明
治
二
十
四
年
・
一
八
九
一
・
十
月
～
明
治
二
十
五

年
．
一
八
九
二
・
六
月
に
亘
る
）
を
展
開
し
て
、
日
本
近
代
文
学
史
上
に
華
々
し
い
一
頁
を
画
し
た
事
実
も
ま
た
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

（
９
）

し
か
し
こ
の
小
論
の
主
眼
は
、
元
よ
り
明
治
二
十
年
代
初
頭
の
日
本
文
芸
界
に
、
「
総
指
導
者
の
如
く
に
立
ち
現
れ
」
、
忽
ち
に
し
て
「
文

芸
界
の
最
高
権
威
と
目
さ
れ
る
」
に
至
っ
た
文
学
者
・
鴎
外
漁
史
に
対
す
る
論
評
に
在
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
書
に
し
て
小

説
を
論
ず
」
る
、
其
の
当
の
医
家
・
鴎
外
森
林
太
郎
自
身
の
内
部
に
、
（
斯
く
も
徹
底
し
て
ゾ
ラ
流
の
実
験
小
説
〈
写
実
主
義
〉
を
批
判
し
て
止
ま

（
１
）

明
治
二
十
五
年
二
八
九
三
一
月
二
十
五
日
、
鴎
外
は
其
の
第
二
十
八
号
『
柵
革
紙
』
に
、
「
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
が
没
理
想
』
を
発
表
し
、

（
２
）

併
せ
て
「
附
録
・
こ
と
し
て
「
醤
に
し
て
小
説
を
論
ず
」
を
掲
載
し
た
。（

３
）

こ
の
「
書
に
し
て
小
説
を
論
ず
」
（
後
に
「
醤
學
の
説
よ
り
出
で
た
る
小
説
論
」
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
二
月
、
『
月
草
」
、
春
陽
堂
発
行

に
収
載
）
は
、
元
来
、
明
治
二
十
二
年
二
八
一
九
）
一
月
三
日
、
帰
国
月
余
の
彼
が
『
濱
實
新
聞
」
紙
上
に
、
「
書
學
士
・
森
林
太
郎
」
の
署

（
４
）

名
と
共
に
発
表
し
た
「
小
説
論
」
（
の
坤
．
両
目
巳
冒
ぐ
Ｏ
ｐ
ｏ
ｇ
厨
の
冨
員
陣
邑
討
邑
）
を
其
の
源
泉
と
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
又
よ
く
知
ら
れ

て
い
↓
匂
。

一
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な
い
彼
自
身
の
そ
の
深
奥
に
）
、
一
体
い
ま
わ
れ
わ
れ
は
何
を
見
、
何
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
言
う
問
題
性
こ
そ
が
、
小
論
目
下
の
最
大
主

意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
事
で
あ
る
。

鴎
外
は
、
問
題
の
其
の
「
小
説
論
」
、
或
は
「
書
に
し
て
小
説
を
論
ず
」
の
最
後
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
断
言
し
て
樟
ら
な
い
。
「
余

は
書
な
り
。
一
把
解
鵲
の
刀
久
し
く
拳
を
離
れ
ず
、
一
條
煮
藥
の
筒
屡
々
指
に
鯛
る
れ
ど
も
、
事
實
を
捜
究
す
る
の
熱
心
は
未
だ
曽
っ
て
無

（
Ⅲ
）

何
有
の
郷
に
遊
ぶ
の
夢
を
妨
げ
ず
」
と
。
或
は
ま
た
「
我
神
無
何
有
の
郷
に
遊
び
て
、
我
眼
極
致
の
北
斗
を
睨
す
る
も
、
ま
た
何
の
不
可
な

明
ら
か
に
、
鴎
外
に
は
人
間
存
在
が
本
来
運
命
的
に
背
負
う
と
こ
ろ
の
、
其
の
本
質
的
な
「
無
何
有
郷
」
性
、
或
い
は
宇
宙
間
的
生
存
性

へ
の
、
熱
い
視
線
が
生
動
し
て
煽
ま
な
い
。
そ
こ
に
は
正
に
、
あ
の
死
の
床
に
わ
が
身
を
横
た
え
な
が
ら
も
、
な
お
窓
外
の
遙
か
な
る
「
氷

（
吃
）

の
山
の
顛
に
棚
曳
く
雲
を
眺
め
」
や
る
、
セ
ガ
ン
テ
ィ
ニ
＄
①
鴨
呂
昌
Ｑ
ｏ
ぐ
四
自
己
屍
認
～
扇
＄
）
の
視
線
と
全
く
同
質
の
、
謂
わ
ば
、
彼
も

（
田
）

我
も
共
に
大
い
な
る
「
宇
宙
の
間
で
生
存
す
る
」
、
個
々
独
立
の
存
在
性
に
外
な
ら
な
い
事
実
へ
の
、
限
り
な
い
愛
着
の
眼
指
し
が
躍
動
す
る
。

別
言
す
れ
ば
、
「
無
何
有
郷
に
遊
び
、
極
致
の
北
斗
を
睨
す
る
」
こ
と
は
、
常
に
浪
漫
派
芸
術
家
の
本
領
の
み
で
は
な
い
。
む
し
ろ
其
の
事
自

体
が
、
人
間
存
在
（
或
い
は
人
間
的
「
生
命
の
質
」
）
の
、
宇
宙
間
的
存
在
性
に
関
わ
る
、
根
源
的
な
認
識
契
機
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医

家
・
鴎
外
一
流
の
浪
漫
主
義
的
な
人
間
観
・
世
界
観
へ
の
本
質
的
な
開
示
が
そ
こ
に
在
る
の
で
あ
る
。

も
の

だ
と
す
れ
ば
、
次
に
医
家
・
森
鴎
外
の
「
人
間
」
〈
其
の
遙
か
な
る
も
の
と
の
関
わ
り
を
運
命
的
に
背
負
う
存
在
性
〉
へ
の
凝
視
の
実
際
が
、

じ
よ
う
み
よ
う

審
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
畢
寛
そ
れ
は
、
人
間
の
生
・
死
の
定
命
に
対
す
る
敬
戻
な
直
視
と
待
応
、
と
く
に
死
に
向
い
つ
つ

》
」

も
尚
生
き
よ
う
と
す
る
、
「
末
期
の
人
間
」
に
対
す
る
真
の
介
助
と
看
病
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
、
実
地
医
学
的
な
示
教
と
も
な
ら
ず
に
は
居

（
Ⅱ
）

な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
所
謂
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
」
に
お
け
る
「
生
命
の
質
」
の
重
視
の
問
題
と
は
、
本
質
的
に
は
「
殺
那
変
遷
」

的
に
生
・
死
を
繰
り
返
し
て
止
ま
な
い
、
永
遠
に
し
て
根
源
的
な
真
生
命
の
、
其
の
遙
か
に
も
大
い
な
る
活
動
・
循
環
の
一
部
に
帰
属
し
、

還
帰
す
べ
き
問
題
性
で
あ
る
と
観
念
し
得
て
こ
そ
、
始
め
て
其
の
「
生
命
の
質
」
の
真
の
発
現
、
或
い
は
保
全
と
は
何
か
と
云
う
、
本
来
の

（
Ⅱ
）

る
こ
と
か
あ
ら
む
」
と
も
。
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（
胴
）

『
鴎
外
日
記
』
の
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
二
十
二
日
の
条
に
、
「
甘
瞑
説
等
の
諄
抄
に
從
事
す
」
と
あ
る
。

（
肥
）

鴎
外
の
右
の
「
甘
瞑
の
説
」
は
、
「
甘
瞑
ｅ
具
冨
ご
凹
里
①
〉
と
は
安
く
死
す
る
の
謂
の
み
」
と
云
う
書
き
出
し
で
始
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の

注
目
す
べ
き
医
学
論
文
の
真
意
義
は
、
単
に
「
オ
イ
タ
ナ
ジ
ー
」
に
対
す
る
近
代
日
本
初
期
の
、
臨
床
医
学
的
指
針
と
云
う
だ
け
で
は
無
い

と
き

で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
そ
れ
は
、
何
故
に
人
〈
医
〉
は
人
〈
病
者
〉
に
対
し
て
、
其
の
命
終
の
瞬
間
ま
で
心
を
尽
し
、
手
当
の
限
り
を
捧
ぐ
べ
き

か
に
就
て
の
、
深
い
医
療
哲
学
と
そ
の
倫
理
の
示
教
で
あ
る
。
亦
そ
う
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
真
の
意
味
で
の
「
生
命
の
質
」
と
は
何
で
あ

り
、
更
に
は
其
の
保
任
・
充
実
は
如
何
に
果
さ
れ
る
べ
き
か
に
就
て
、
人
を
深
切
に
教
導
・
覚
醒
せ
し
め
ず
に
は
居
な
い
、
正
に
い
ま
最
も

期
待
さ
れ
る
べ
き
医
学
的
な
「
臨
終
作
法
」
の
書
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
は
一
般
に
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
に
触
れ
る
と
き
、
率
然
と
し
て
其
の
背
後
に
、
「
病
人
を
し
て
甘
じ
て
瞑
せ
し
む
る
」
事

に
、
如
何
に
そ
の
心
身
を
削
り
尽
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
の
苦
し
み
と
傷
み
と
を
、
如
実
に
形
象
し
果
せ
た
同
じ
鴎
外
漁
史
の
、

（
Ⅳ
）
（
肥
）

幾
篇
か
の
名
作
を
想
起
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
周
知
の
『
金
毘
羅
」
で
あ
り
、
ま
た
『
高
瀬
舟
」
等
で
あ
る
。
其
の
日

常
勤
勉
・
真
筆
な
「
小
野
先
生
夫
妻
」
の
、
死
に
瀕
す
る
吾
が
幼
な
子
を
眼
の
前
に
し
て
、
思
わ
ず
も
其
の
安
楽
死
を
考
え
ず
に
は
居
ら
れ

な
い
気
持
や
、
所
詮
助
か
ら
ぬ
弟
の
断
末
魔
の
苦
痛
を
、
少
し
で
も
和
ら
げ
て
や
り
た
い
一
心
か
ら
、
敢
て
弟
の
死
そ
の
も
の
を
も
早
め
て

仕
舞
う
、
正
直
一
途
の
「
喜
助
」
の
哀
れ
む
べ
き
心
根
に
、
深
い
同
情
を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
改
め
て
、
「
安
く
死
す
る
の
謂
」

意
味
と
も
契
合
す
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
が
、
（
以
下
に
判
然
と
見
て
取
れ
る
よ
う
に
）
典
型
的
な
臨
終
行
儀
の
教
範
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
ま
た
個
々

の
実
存
的
生
命
を
、
遙
か
に
も
大
い
な
る
真
生
命
の
位
相
に
向
け
て
饗
導
・
還
帰
せ
し
め
る
た
め
の
、
其
の
命
終
に
お
け
る
真
の
看
取
り
で

あ
り
、
祈
り
で
も
あ
り
得
た
の
だ
と
の
確
た
る
意
義
が
そ
こ
に
あ
ろ
う
。
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と
は
何
で
あ
る
か
を
、
切
実
に
想
い
知
ら
さ
れ
ず
に
は
居
な
い
か
ら
で
あ
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
個
の
類
稀
れ
な
精
神
史
に
あ
っ
て
は
、
医
家
・
森
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
と
、
文
豪
・
鴎
外
漁
史
の
『
金
毘
羅
」
・

『
高
瀬
舟
」
と
が
、
其
の
文
脈
上
ま
さ
に
表
裏
一
体
的
で
あ
る
と
云
う
事
実
は
、
い
ま
勘
か
ら
ず
注
目
に
値
す
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
洵
に
実

琴
」

存
的
人
間
の
一
人
一
人
の
所
謂
「
生
命
の
質
」
の
向
上
・
充
実
と
は
、
音
に
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
終
・
末
期
に
際
し
て
、
俄
か
に
他
動
的
、
介
護

的
に
高
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
け
で
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
、
人
間
的
生
・
死
の
全
過
程
に
亘
る
、
そ
の
日
常
普
段
の
勤
勉
、
真
筆
な
、

ま
さ
に
「
よ
く
生
き
る
」
た
め
の
自
己
抑
制
的
な
、
或
い
は
遙
か
な
る
大
い
な
る
も
の
と
の
鑿
り
の
自
覚
に
よ
る
、
生
命
的
営
為
に
裏
付
け

じ
よ
海
つ

ら
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
、
（
今
わ
の
際
に
お
い
て
も
ま
た
其
れ
は
）
、
彼
・
我
通
底
的
・
呼
応
的
に
行
持
・
現
成
さ
れ
る
、
と
云
う
こ
と
で

そ
う
で
有
る
な
ら
ば
、
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
と
は
、
実
際
に
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
彼
は
既
述
の
如
く
、
其
の
医
論
の

冒
頭
に
、
「
甘
瞑
合
具
冨
口
四
の
雨
〉
と
は
安
く
死
す
る
の
謂
の
み
」
と
の
一
句
を
据
え
置
い
た
後
で
、
大
要
次
の
如
く
に
書
き
示
し
て
い
る
。

「
書
の
病
人
を
し
て
甘
じ
て
瞑
せ
し
む
る
は
、
そ
の
責
の
最
も
重
大
な
る
も
の
な
り
」
男
書
術
は
死
を
遅
く
す
る
を
以
て
得
た
り
と
す

（
喝
）

べ
か
ら
ず
。
能
く
死
を
安
く
す
る
に
至
り
て
始
め
て
備
れ
り
」
。

「
こ
こ
に
豫
め
決
す
べ
き
一
問
あ
り
。
そ
は
書
に
病
人
の
苦
を
救
は
ん
が
た
め
に
、
死
を
早
く
せ
し
む
る
權
利
あ
り
や
と
云
ふ
こ
と
な

り
。
曰
く
断
じ
て
無
し
。
縦
令
病
人
は
苦
悶
の
た
め
に
責
め
ら
れ
て
、
害
に
強
請
せ
ん
も
、
書
は
決
し
て
こ
れ
に
應
ず
べ
か
ら
ず
。
こ

れ
に
應
ず
る
は
殺
す
と
同
じ
く
し
て
、
病
人
を
殺
す
は
猶
生
人
を
殺
す
も
の
な
れ
ば
な
り
。
況
や
所
謂
不
治
の
症
は
動
き
易
き
概
念
に

（
帥
）

し
て
、
そ
の
間
々
一
時
輕
快
す
る
こ
と
あ
る
は
、
實
際
に
名
書
の
免
る
シ
こ
と
能
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
る
を
や
」
。

（
釦
）

こ
れ
は
明
ら
か
に
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
の
伝
統
を
継
承
す
る
医
の
倫
理
を
説
い
た
も
の
」
に
外
な
ら
な
い
。
実
に
「
甘
瞑
」
の
た
め
の

真
の
医
療
実
践
こ
そ
は
、
ま
さ
に
「
患
者
へ
の
誠
実
、
献
身
的
な
愛
情
、
お
よ
び
毅
然
た
る
医
学
的
識
見
の
証
し
と
し
て
の
真
の
パ
タ
ー
ナ

（
塊
）

リ
ズ
ム
の
發
揮
」
に
依
っ
て
の
み
、
善
く
叶
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
あ
ろ
う
か
。
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展
開
す
る
。

死
床
の
重
篤
患
者
に
も
、
最
後
ま
で
「
生
活
の
望
」
を
与
え
よ
、
と
の
医
家
・
鴎
外
の
臨
終
者
看
護
の
医
戒
は
実
に
感
動
的
で
あ
る
。

人
は
恐
ら
く
、
こ
の
近
代
日
本
に
お
け
る
医
・
文
両
全
者
の
切
々
た
る
医
言
に
出
会
う
た
び
に
、
（
そ
れ
か
ら
凡
そ
四
半
世
紀
の
後
に
、
同
じ

く
医
・
哲
兼
備
の
令
名
を
現
代
思
想
史
に
檀
に
す
る
、
精
神
医
学
の
泰
斗
に
し
て
、
二
十
世
紀
有
数
の
実
存
哲
学
者
た
る
）
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス

（
苛
呂
①
刷
・
【
“
１
ゞ
屍
駕
～
己
＄
）
の
あ
の
名
言
、
「
（
医
師
は
）
患
者
に
対
し
て
、
た
と
い
現
代
医
学
の
知
識
と
技
術
の
最
善
を
つ
く
し
て
後
、

（
瓢
）

そ
の
死
に
行
く
場
合
に
も
、
な
お
そ
の
墓
の
彼
方
に
希
望
の
樹
を
植
え
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
、
を
改
め
て
鮮
烈
に
想
起
せ
ず
に
は

居
ら
れ
な
い
。

国
手
・
鴎
外
は
、
医
の
ま
さ
に
力
を
致
す
べ
き
「
甘
瞑
の
手
段
」
に
つ
い
て
、
其
の
格
調
高
い
医
学
論
文
の
後
半
を
更
に
以
下
の
如
く
に

そ
し
て
其
の
事
実
は
、
以
下
に
続
い
て
展
開
さ
れ
る
鴎
外
の
所
論
に
よ
っ
て
益
々
明
白
で
あ
る
。

「
筈
の
應
に
行
ふ
べ
き
所
に
は
、
精
神
上
（
傍
点
原
著
）
の
手
段
あ
り
。
（
最
後
ま
で
）
病
人
を
し
て
生
活
の
望
を
維
持
せ
し
む
る
こ
と

そ
の
最
も
重
要
な
る
も
の
な
り
」
。
「
書
已
に
望
を
絶
て
り
。
（
然
り
と
雌
も
）
決
し
て
其
病
人
を
見
放
す
こ
と
勿
れ
」
。
「
筈
は
止
む
こ
と
を

得
ず
し
て
、
直
に
そ
の
或
は
不
慮
の
死
あ
ら
ん
こ
と
を
告
ぐ
る
こ
と
あ
ら
ん
。
而
れ
ど
も
其
際
猶
一
繧
の
望
を
繋
が
し
め
ざ
る
べ
か

ア
ゴ
ニ
イ

マ
マ

「
断
末
魔
（
ル
ビ
・
原
著
）
の
時
、
冷
汗
出
で
ば
、
綿
巾
も
て
拭
ふ
く
く
、
手
足
厭
冷
せ
ば
温
水
瓶
も
て
媛
む
く
し
。
床
は
高
か
る
べ
く
、

軟
に
し
て
窪
ま
ざ
る
べ
く
、
頭
高
く
足
卑
か
る
べ
く
、
時
々
直
し
正
さ
る
べ
し
」
。
「
死
に
臨
み
て
起
坐
せ
ん
と
欲
し
、
又
立
行
せ
ん
と

（
弱
）

欲
す
る
も
の
間
々
あ
り
。
其
心
に
任
せ
て
扶
け
坐
し
、
扶
け
行
か
し
め
て
可
な
り
」
。

「
病
人
の
周
圓
は
安
靜
な
る
べ
し
。
病
人
を
し
て
騒
擾
を
覺
え
し
め
、
突
泣
を
間
か
し
め
ん
は
不
可
な
り
。
後
世
或
は
病
人
を
し
て
好

三
』
、
１
Ｊ
ダ

一
匹
」

ら
ず
」
。
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（
妬
）

き
音
樂
を
蕊
い
て
瞑
せ
し
む
る
が
如
き
事
あ
る
を
得
ん
か
」
。

何
と
云
う
剴
切
、
周
到
に
し
て
、
適
に
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
き
医
の
倫
理
の
至
極
、
終
末
看
護
の
範
型
で
あ
る
こ
と
か
。
特
に
い
ま
「
音

（
”
）

楽
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
」
が
末
期
医
療
現
場
の
、
一
つ
の
卓
れ
た
手
法
と
し
て
評
価
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
此
の
時
、
鴎
外
が
そ

の
出
色
の
「
甘
瞑
の
説
」
に
お
い
て
、
逸
早
く
二
世
紀
も
の
以
前
か
ら
）
、
判
然
と
「
病
人
を
し
て
好
き
音
樂
を
鶉
い
て
瞑
せ
し
む
る
が
如
き

事
」
へ
の
指
摘
を
為
し
得
て
い
る
事
実
は
、
真
に
見
事
な
先
見
性
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

↓
」

人
は
誰
で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
が
人
生
の
末
期
を
斯
る
大
医
の
看
取
り
の
許
に
静
か
に
迎
え
た
い
、
と
願
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
燈
は
明
く
し
て
眩
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
要
し
、
屏
風
は
餘
り
床
に
近
か
ら
ず
し
て
、
充
分
高
く
又
闇
か
ら
ん
こ
と
を
要
す
。
死
に
近
づ

（
洲
）

く
も
の
と
錐
も
、
飲
食
の
快
な
き
に
あ
ら
ず
。
最
も
宜
し
き
は
冷
な
る
清
水
な
り
」
。

（
鋤
）
ご

死
の
床
に
焼
ら
さ
れ
る
べ
き
「
屏
風
」
の
設
え
方
か
ら
、
命
終
の
「
末
期
の
水
」
の
心
得
に
至
る
ま
で
の
、
こ
の
整
々
と
し
て
微
塵
の
遅

滞
も
な
い
臨
終
作
法
の
次
第
に
触
れ
る
と
き
、
人
は
そ
こ
に
歴
然
と
、
平
安
中
期
の
名
僧
源
信
・
惠
心
僧
都
（
天
慶
五
年
．
九
四
二
～
寛
仁
元

（
抑
）
じ
よ
う
（
汎
）
ご
ん
ぐ

年
．
一
○
一
七
）
の
、
あ
の
『
往
生
要
集
」
就
中
そ
の
「
臨
終
の
行
儀
」
に
よ
っ
て
、
安
楽
国
へ
の
「
決
定
往
生
」
を
欣
求
し
続
け
て
来
た
日

本
人
の
長
い
文
化
的
伝
統
に
、
改
め
て
切
な
る
深
い
想
い
に
捉
わ
れ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
の
根
底
に
深
く
培
わ
れ
な

（
犯
）

が
ら
、
其
の
日
常
性
の
中
で
、
謂
わ
ば
「
不
断
念
佛
」
的
に
一
筋
に
行
持
さ
れ
て
来
た
、
日
本
人
の
そ
の
生
・
死
相
即
の
秘
儀
、
或
い
は
伝

統
的
な
臨
終
行
儀
が
、
其
の
ま
ま
実
に
現
代
終
末
医
療
の
原
点
と
し
て
、
碇
と
承
当
・
面
授
さ
れ
よ
う
と
す
る
一
瞬
に
、
今
こ
そ
わ
が
躬
を

以
て
立
ち
会
う
、
と
云
う
思
い
で
あ
ろ
う
。
鴎
外
の
思
想
性
の
深
さ
と
、
そ
の
感
性
の
瑞
々
し
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
粛
然
た
ら
ざ
る
を
得
な

（
羽
）

鴎
外
は
、
其
の
「
甘
瞑
の
説
」
の
末
尾
に
、
括
弧
付
き
な
が
ら
、
「
本
説
は
伯
林
大
學
助
教
授
巨
箆
昌
口
言
①
且
①
一
印
の
○
言
の
文
の
要
略
な
り
」

と
断
り
書
き
を
付
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
は
単
に
当
時
先
進
的
な
ド
イ
ツ
医
学
論
文
中
の
、
著
名
な
一
篇
の
「
諄
抄
」
に
止
ま
る
、
と
云
う

べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
に
は
顕
ら
か
に
、
帰
朝
後
十
年
、
改
め
て
日
本
の
伝
統
的
文
化
と
風
土
の
基
層
に

い
○
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（
制
）

向
け
て
、
其
の
ヨ
本
足
」
を
確
乎
と
し
て
据
え
直
し
た
医
家
・
鴎
外
漁
史
の
、
謂
わ
ば
「
西
洋
文
化
の
眼
を
以
て
東
洋
文
化
を
観
察
」
し

直
す
こ
と
で
達
せ
ら
れ
た
、
明
哲
に
し
て
創
造
的
な
、
真
に
実
践
的
論
策
と
そ
の
提
示
が
有
る
の
で
あ
る
。

（
弱
）

こ
の
「
病
人
を
し
て
甘
瞑
せ
し
む
る
」
た
め
の
臨
終
の
用
心
・
作
法
に
関
す
る
重
厚
、
強
靱
な
文
体
に
は
、
明
か
に
「
人
生
の
医
師
」
・
鴎

外
森
林
太
郎
の
真
骨
頂
が
躍
如
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
・

鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
」
の
大
尾
は
、
次
の
如
き
結
句
を
以
て
卒
わ
る
。

（
郡
）

「
意
識
忘
失
せ
ば
、
水
も
て
唇
舌
を
潤
す
べ
し
」
。

此
虚
に
は
応
に
、
こ
れ
か
ら
永
い
逼
か
な
る
「
往
生
」
の
旅
路
に
出
立
た
ん
と
す
る
故
人
へ
の
、
「
死
ぬ
る
と
な
お
も
い
そ
、
生
る
る
と
お

（
訂
）
（
淵
）

も
え
」
と
の
、
深
く
も
重
い
手
向
け
の
祷
り
が
こ
め
ら
れ
て
居
よ
う
。
実
に
東
洋
的
、
或
い
は
大
乗
的
な
生
死
一
元
・
「
生
滅
相
續
」
の
世
界

観
に
擦
る
と
こ
ろ
の
、
静
寂
に
し
て
厳
粛
な
臨
終
の
行
儀
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

駁
こ
の
小
論
は
、
第
九
十
九
回
・
日
本
医
史
学
会
で
の
演
題
、
「
鴎
外
の
「
甘
瞑
の
説
筐
に
、
改
め
て
追
加
・
補
整
を
試
み
て
成
文
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
為
念
に
付
記
す
る
。
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外
「
金
毘
羅
」
、

森
鴎
外
「
高
瀬
舟
』

森
鴎
外
「
全
集
」
、
一

地
、
出
版
年
は
省
略
）

四
七

森
鴎
外
『
全
集
』
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
七
頁
・
前
段

杉
田
勇
「
い
の
ち
の
哲
学
ｌ
生
と
死
」
、
「
い
の
ち
の
哲
学
ｌ
い
ま
生
命
倫
理
に
問
わ
れ
て
い
る
も
の
」
・
一
七
頁
、
北
樹
出
版
、
東
京
、
一
九
九

七

「
明
治
三
十
一
年
日
記
」
、
「
全
集
」
・
第
三
十
五
巻
、
二
七
一
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
五

『
全
集
」
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
五
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
四

「
金
毘
羅
」
、
「
全
集
」
、
第
五
巻
、
五
一
二
～
五
六
七
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
二

「
高
瀬
舟
」
、
「
全
集
」
、
第
十
六
巻
、
一
三
三
～
二
三
五
頁
、
岩
波
害
店
、
東
京
、
一
九
七
二

「
全
集
」
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
五
頁
・
前
段
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
四
（
以
下
此
の
「
甘
瞑
の
説
」
・
「
注
」
に
限
り
、
書
店
、
所
在

「
生
命
倫
理
学
の
地
平
ｌ
医
療
倫
理
の
視
点
か
ら
」
、
『
杏
林
大
学
研
究
報
告
・
教
養
部
門
』
・
第
十
四
巻
、
一
○
五
頁
、
杏
林
大
学
、
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天
マ
昔
物
語
集
・
一
二
、
巻
第
十
五
、
第
一
章
、
二
十
二
段
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
・
別
」
、
三
四
九
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
六
一

「
石
清
水
不
断
念
佛
縁
起
』
、
「
群
書
類
從
」
、
釈
家
部
、
四
二
七
、
續
群
害
類
從
完
成
会
、
東
京
、
一
九
六
○
、
乃
至
、
「
岩
波
・
仏
教
辞
典
」
六

九
三
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
九

森
鴎
外
「
全
集
』
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
八
頁
・
末
尾

森
鴎
外
『
鼎
軒
先
生
』
、
「
全
集
」
、
第
二
十
六
巻
、
四
二
三
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
三

高
橋
義
孝
「
森
鴎
外
」
、
「
作
品
・
『
な
か
じ
き
り
」
解
説
」
、
「
現
代
作
家
論
全
集
Ｉ
」
、
二
○
一
頁
、
五
月
書
房
、
東
京
、
一
九
五
七

森
鴎
外
『
全
集
』
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
八
頁
・
後
尾

可
円
一
臨
終
用
心
』
、
「
臨
終
行
儀
』
、
第
一
節
、
浄
土
宗
（
天
台
宗
を
含
む
）
、
二
○
九
頁
、
北
辰
堂
、
東
京
、
一
九
九
三

宇
井
伯
壽
『
佛
教
汎
論
」
、
第
二
篇
「
教
法
」
、
第
二
部
「
各
論
」
、
第
一
章
「
有
門
の
自
利
教
」
、
第
四
節
「
輪
廻
と
業
、
煩
悩
」
、
第
一
二
輪
廻
」
、

一
六
九
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
四
七

京
、
一
九
七
○

『
今
昔
物
語
集
一

森
鴎
外
『
全
集
」
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
八
頁
・
後
段

良
忠
『
看
護
御
用
心
』
、
『
臨
終
行
儀
』
、
第
一
節
、
浄
土
宗
（
天
台
宗
を
含
む
）
、
一
四
五
頁
、
北
辰
堂
、
東
京
、
一
九
九
三

源
信
『
往
生
要
集
』
、
巻
中
大
文
、
第
六
「
別
時
念
佛
」
中
、
第
二
「
臨
終
の
行
儀
」
、
「
日
本
思
想
大
系
・
６
」
、
二
○
六
頁
、
岩
波
書
店
、
東

森
鴎
外
「
全
集
」
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
七
頁
・
後
段

南
原
繁
「
現
代
に
お
け
る
学
者
の
使
命
」
、
「
日
本
の
理
想
」
〈
中
に
原
著
者
に
よ
る
尻
冑
こ
“
ｇ
①
刷
恥
目
①
魁
①
①
号
的
醇
同
蔚
め
か
ら
の
当
該
引
用

の
訳
文
あ
り
。
但
し
、
本
引
用
者
は
原
文
未
確
認
〉
、
一
六
○
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
六
四

森
鴎
外
『
全
集
」
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
八
頁
・
後
段

森
鴎
外
『
全
集
』
、
第
三
十
三
巻
、
六
○
八
頁
・
後
段

星
野
一
正
「
国
際
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
」
、
ｚ
○
．
塊
・
京
都
女
子
大
学
・
宗
教
・
文
化
研
究
所
、
京
都
、

星
野
一
正

一
九
九
六

（
杏
林
大
学
保
健
学
部
・
倫
理
学
研
究
室
）
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Ohgai's"AviewofE""""""opens,asiswell-known,withthede6ningline,"Euthanasie"
meanspeacefulrepose.

Thetruemeaningofthisnoteworthymedicalessay,aswearenowconvinced,isnotmerely

aguidingprinciplein"Euthanasie"-thatis,theaspirationforapainless,peacefuldeath,asit
wasusedintheclinicalmedicalscienceofJapanintheearlieststageofmoderntimes.Rather,

weshouldunderstandthatOhgaiwishedtoargueindetailandenlightenusupontheQualityof

Lifeinitstruemeaningandhowitcouldberealizedandmaintainedinthepracticalnursingof

patientsintheterminalstageoflife.

ThisinterpretationofOhgai'sviewallowsustounderstandthatsuchaffirmativeand
creditablemedicaldecorumregardingthe$@solemnandceremonialfunctionofman'slast

moments"makesitpossibletostabilizeourviewpointofthetruemeaningofthe"Qualityof
Life''.
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